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しあわせづくり計画が描き示したいこと。それは、市民の

方たちの中にある、まちづくりへの参加のしかたや想い、

地域の “こうしたい ”や “できる ”こと。  

 

しあわせづくり計画をとおして、まちのことに対して、自

身が主体になってかかわれることを見つけてほしい。  

 

「楽しさを自分たちで作りだせる力」が育まれ、「まちを盛

り上げるために自分にはこれができる。」みたいに、まちを

一人称で語ってくれる方が増えてくれればいいなと思って

います。   

 

高浜市は、市民一人ひ とりが自分のしあわせを決めていけ

るよう、まちに愛 着を持ち、自分のまちのために「自分が

できること」を考えるきっかけや一歩踏み出すための基礎

を作ってまいります。  

しあわせづくり計画  
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「昔」のたかはま  

昔、たかはまには瓦の工場がたくさんあった。  

昔は今より便利じゃなかった。  

便利じゃないからみんな助け合っていた。  

これから 20 年後、たかはまはどうなっているん

でしょう。  

わたしたちが生きている「今」。こどもたちが生

きていく「未来」を考えてみましょう。  
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「未来」のたかはま  
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「

し

あ

わ

せ

」

っ

て

な

ん

だ

ろ

う

。 

「

楽

し

い

」

っ

て

な

ん

だ

ろ

う

。 

「

楽

し

い

」

こ

と

を

し

て

い

る

と

き

っ

て

、

き

っ

と

「

し

あ

わ

せ

」
。 

「

楽

し

ま

せ

て

も

ら

う

」
の

で

は

な

く

、「

楽

し

い

」
を

自

分

た

ち

で

創

り

だ

せ

た

ら

、

き

っ

と

ず

っ

と

「

し

あ

わ

せ

」
。 

自

分

た

ち

が

で

き

る

・

創

り

だ

す

「

楽

し

い

」

が

誰

か

の

た

め

に

な

っ

た

ら

、「

あ

り

が

と

う

」
っ

て

言

っ

て

も

ら

え

た

ら

、
自

分

の

ま

ち

の

た

め

に

な

っ

た

ら

、

き

っ

と

も

っ

と

「

し

あ

わ

せ

」
。 

自

分

の

ま

ち

「

た

か

は

ま

」

の

た

め

に

自

分

が

で

き

る

こ

と

を

し

て

い

る

人

で

い

っ

ぱ

い

。 

未

来

の

た

か

は

ま

を

、

そ

ん

な

ま

ち

に

し

て

い

き

た

い

。 
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日本の人口は、 2008 年をピークに約 1 億 2,800 万人いた

人口が減少し始め、今から 45 年後の 2060 年では、約 8,600

万人になると予想されています。  

高浜市はどうかというと、2015 年 10 月 1 日時点で 46,633

人の人口は、20 年後の 2035 年には 49,145 人、つまり 20

年間で約 2,500 人の人が高浜市ではまだまだ増えると予想

されています。  

しかしながら、今から 25 年後の 2040 年をピークに人口は

減少に転じるという予想もされています。  

 

また、高浜市の特徴として、高浜市では毎年、多くの方が

引っ越してきて、多くの方が引っ越されていきます。 1 年

間で約５％の方が入れ替わっているという状況です。  

毎年行っている市民意識調査の結果から、居住年数が長い

ほど地域活動への関心が高いという傾向があります。  

 

20 年後、人口は増えているかもしれませんが、高浜市に暮

らす人のまちや地域に対する想いはどうなっているのでし

ょう。  

未来の人口 
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高浜市の人口推移予想 
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（人） ※高浜市人口ビジョンより 

 
2015年 

46,633人 
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49,145人 
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36,638人 

高浜市の転入・転出の現状 

高浜市に 

引っ越してくる人 

年間 2726人 

（平成 27年実績） 

 

高浜市から 

引っ越していく人 

年間 2334人 

（平成 27年実績） 

 

高浜市の人口 

46,633 人 

H27.10.1 時点 

 

※住民基本台帳人口より 
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転入してくる人、

転出していく人、

最も多いのは、 

25歳～29歳の方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 年前、高浜市の高齢化率（ 65 歳以上人口÷総人口）は

12.4％でした。  

今の高浜市の高齢化率は 18.8％です。  

そして 20 年後の高浜市の高齢化率は、 24.7％になると予

想されています。  

人口が増え続けると予想されている高浜市。実際には 2025

年以降は、 65 歳以上の老年人口が増加するのみなんです。 

 

経済を支える生産年齢人口（ 15 歳～ 65 歳未満）と高齢者

（ 65 歳以上）を比較すると、 20 年前（ 1995 年）は、 5.6

人で 1 人の高齢者を支えていたのが、 20 年後（ 2035 年）

では、 2.5 人で 1 人、 40 年後（ 2055 年）では 1.6 人で 1

人を支えなくてはいけない構図になります。  

 

自分が自分の親を介護する歳になったとき、自分が支えて

もらうような歳になったとき、たかはまに広がる風景はど

うなっているでしょうか。  

高齢化社会は避けることはできません。  

歳をとってもしあわせに暮らせる未来のためにできるこ

と。  

今から考えていかなきゃいけないことです。  

未来の年齢構成 
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高浜市在住者の年齢推移 
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自分たちが「今」からできること  

未来のために「今」からできること。  

自分には関係ない。誰かがやってくれる。ではなく、自分が

まちにかかわることで、ヒトが、まちが、自分がしあわせに

なる。  

そんな想いが広がるように。  

たかはまの未来のために「自分たちができること」みんなで

考えました。  
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こどもたちが描いた「たかはまのいいところ」。 

たかはまにはいいコト・モノがいっぱいあります。 

ヒトとヒトのつながりを大切にしています。 

それがわたしのまち「たかはま」です。 
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ワークショップの目的は、市民が主体とな  

ってすぐに取り組める内容の検討・実践を  

すること。  

 

ワークショップでは、自分たちができるこ  

とをリストにし、実践している様子を撮影  

・編集し、映像化しました。  

 

動画を作ったのは、文字だけでは伝わりに  

くい部分を実際に活動している映像で見る  

ことで、多くの方に「自分ができること」  

を理解してもらいたいからです。  

 

活動リストや活動動画を通じて、活動の楽  

しさを感じてもらい、多くの人に「自分が  

できること」を実践してもらいたい！一緒  

に実践していく人が増えれば、その延長に  

は、顔見知りが増え、災害時の助け合いや  

子育ての相談相手などにも繋がる効果が期  

待できます。  

11 

～たかはまのミライをつくる～  

しあわせづくり計画ワークショップ  
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しあわせにつながるちょっとしたこと  

活動リストは、ワークショップメンバーの  

「自分が身近な人のためにできること」か  

ら、６つのテーマに分類し、作成しました。  

活動リストの内容を紹介します。  

 

食 

音楽 
・ 
踊り 

健康 
・ 

 

教育 

文化 
・ 
芸術 

アウト

ドア 

楽しく食事をしましょう          15 

楽しく音楽・踊りを披露しましょう     17 

楽しく健康を維持しましょう        19 

楽しく教えあいましょう          21 

楽しく野外で遊びましょう         25 

楽しく文化とふれあいましょう       23 
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お

い

し

い

も

の

を

食

べ

な

が

ら

、

と

き

に

は

お

酒

を

飲

み

な

が

ら

、

だ

れ

か

と

過

ご

す

楽

し

い

時

間

は

と

て

も

し
あ
わ
せ

。 

 「

食

」

は

生

き

る

た

め

に

必

要

な

だ

け

で

な

く

、

人

と

人

を

つ

な

ぐ

大

切

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

生

み

だ

す
も
の
な

の
で
す

。 

 「

地

域

活

動

に

参

加

し

よ

う

」

っ

て

言

っ

て

も

、

普

通

は

参

加

し

な

い

よ

ね

。

で

も

「

つ

ま

み

食

い

し

な

が

ら

お

し

ゃ

べ

り

し

よ

う

」

な

ら

ち

ょ

っ

と

行

っ

て

み

よ

う

か
な
っ
て

な
る
か

も
し
れ

な
い
。 

 そ

ん

な

ゆ

る

や

か

な

つ

な

が

り

と

喜

び

を

「

食

」

を

通

じ
て
つ
く

っ
て
い

き
ま
し

ょ
う
。 

食 
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「食」をテーマに楽しく実践できる「自分たちができること」 
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音

楽

や

踊

り

に

は

、

世

代

や

文

化

を

超

え

て

、

笑

顔

や

つ

な

が

り

を

生

み

だ

し

、

と

き

に

は

元

気

や

勇

気

だ

っ

て
与
え
て

く
れ
る

パ
ワ
ー

が
あ
り
ま

す
。 

 お
祭
り
や

イ
ベ
ン

ト
ブ
ー

ス
な
ど
で
「
場

」
が

あ
れ
ば

、

自

分

の

得

意

な

こ

と

（

歌

や

踊

り

な

ど

）

を

披

露

し

て

み
ま
せ
ん

か
。 

 同

じ

趣

味

を

持

っ

た

人

に

出

会

え

る

こ

と

も

あ

る

し

、

高
浜
の
新

し
い
文

化
が
生

ま
れ
る
か

も
し
れ

ま
せ
ん

。 

 自

分

の

得

意

な

コ

ト

・

好

き

な

コ

ト

で

、

他

の

人

が

笑

顔
に
な
っ

た
り
す

る
っ
て

す
ご
い
で

す
よ
ね

。 

 
ま

ず

は

、

家

族

や

友

人

、

会

社

の

仲

間

の

誕

生

日

を

祝

う
。
そ
ん

な
こ
と

か
ら
始

め
て
み
ま

せ
ん
か

。 

音楽 
・ 
踊り 
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「音楽」や「踊り」をテーマに楽しく実践できる「自分たちができること」 
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毎

日

を

健

康

に

過

ご

せ

る

こ

と

。

そ

れ

っ

て

あ

た

り

ま

え

の

よ

う

だ

け

ど

、

と

て

も

し

あ

わ

せ

な

こ

と

で

す

よ

ね
。 

 み

ん

な

が

健

康

に

暮

ら

す

こ

と

が

で

き

れ

ば

み

ん

な

し

あ
わ
せ
。 

 そ

ん

な

毎

日

を

過

ご

し

て

い

く

た

め

に

、

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

し

た

り

、

体

操

し

た

り

し

ま

せ

ん

か

。

自

分

だ

け

の

楽

し

み

方

や

み

ん

な

で

ワ

イ

ワ

イ

楽

し

み

な

が

ら

な

ら
、
い
つ

ま
で
も

続
け
ら

れ
そ
う
で

す
よ
ね

。 

 自

分

だ

け

の

コ

ー

ス

を

み

ん

な

で

歩

け

ば

、

健

康

に

な

る

し

、

ひ

ょ

っ

と

し

た

ら

観

光

コ

ー

ス

に

な

る

か

も

。

あ

い

さ

つ

し

な

が

ら

歩

け

ば

防

犯

効

果

も

あ

り

ま

す

ね
。 

健康 
・ 
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「健康」や「スポーツ」をテーマに楽しく実践できる「自分たちができること」 
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学

び

合

う

か

ら

「

気

づ

く

」

こ

と

が

あ

る

。

教

え

あ

う

か
ら
新
た

な
「
発

見
」
が

あ
る
。 

 知

ら

な

い

こ

と

は

教

え

あ

え

な

い

か

ら

、

自

分

が

知

っ

て

る

ち

ょ

っ

と

し

た

コ

ト

。

心

に

残

っ

た

モ

ノ

・

コ

ト

を
共
有
し

ま
し
ょ

う
。 

 ち

ょ

っ

と

ク

ス

ッ 

と

し

て

し

ま

う

よ

う

な

こ

と

や

ち

ょ
っ
と
得

し
た
気

分
に
な

れ
る
よ
う

な
こ
と

。 

 大

人

が

率

先

し

て

あ

い

さ

つ

す

る

こ

と

で

、

子

ど

も

た

ち
に
も
あ

い
さ
つ

の
大
切

さ
を
教
え

ら
れ
ま

す
。 

 教
え
あ
う

こ
と
で

つ
な
が

れ
る
。
そ
ん
な

ま
ち
「
高
浜

」

が
い
い
で

す
よ
ね

。  

教育 
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「教育」をテーマに楽しく実践できる「自分たちができること」 
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高

浜

市

に

は

「

瓦

」

や

「

細

工

人

形

」
、
「

お

ま

ん

と

ま

つ
り
」
な

ど
、
多

く
の
伝

統
的
な
文

化
が
あ

り
ま
す

。 

 同

じ

よ

う

に

、

写

真

に

写

る

何

気

な

い

ま

ち

の

風

景

や

好

き

な

歌

や

本

も

そ

の

人

に

と

っ

て

は

大

切

な

文

化

で

す
よ
ね
。 

 自

分

だ

け

の

文

化

を

持

ち

寄

っ

て

、

そ

の

モ

ノ

や

コ

ト

に
つ
ま
っ

て
い
る

思
い
出

を
話
し
合

い
、
共

感
す
る

。 

 ヒ

ト

の

文

化

に

ふ

れ

る

こ

と

で

、

そ

の

人

の

魅

力

も

発

掘

で

き

る

か

も

。

当

時

を

振

り

返

れ

ば

、

回

想

法

に

も

つ
な
が
り

ま
す
。 

 １

０

０

年

先

の

未

来

に

、

自

分

だ

け

の

文

化

を

伝

え

て

い
き
ま
し

ょ
う
。 

文化 
・ 
芸術 
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「文化」や「芸術」をテーマに楽しく実践できる「自分たちができること」 
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『 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

』
と
い

う
本
に

よ

れ

ば

、

天

気

の

い

い

日

に

は

「

少

な

く

と

も 

分

以

上

外

で

過

ご

す

こ

と

で

、

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

気

分

を

高

め

、

思

考

の

幅

を

広

げ

、

記

憶

力

ま

で

向

上

さ

せ

て

く

れ

る

」

ん
だ
と
か

。 

 

外

に

出

て

、

ブ

ラ

ブ

ラ

し

た

り

、

の

ん

び

り

し

た

り

、

高

浜

版

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

で

ワ

イ

ワ

イ

し

た

り

、

家

か

ら

外

に

出

て

み

る

こ

と

で

で

き

る

つ

な

が

り

が

あ

る

は

ず

で
す
。 

 

友

だ

ち

、

家

族

、

ご

近

所

さ

ん

、

い

ろ

ん

な

人

を

誘

っ

て

、

み

ん

な

で

暮

ら

し

を

シ

ェ

ア

し

な

が

ら

楽

し

み

を

つ
く
っ
て

み
ま
し

ょ
う
。 

※
参
考
文
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e
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アウト
ドア 
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「アウトドア」をテーマに楽しく実践できる「自分たちができること」 
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自分（たち）ができること（活動リスト）のつくり方 

●自分が困っていること  

例えば・・・ 

◎市内に遊べる場所が少ない  

◎家の近くのゴミステーショ

ンのマナーが悪い  など  

●自分ができること（楽しいこと）  

例えば・・・ 

◎草取りができる  

◎おしゃべりすること  

など  

まず、 
自分が困っていること  

自分ができること（楽しいこと）を書き出す  

× 

でも、 
近くにいる人で解決できないときもあります。  

そんなときは、もう少し多くの人に聞いてみます。 

困りごとを解決できる人が見つかれば、それが自分ができること  

× 
身近にいる人で解決できないとき  

は、もう少し多くの人に「自分が  

できること（楽しいこと）」を聞  

いてみます。  
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でも、 
それでも解決できない難しい困りごともあります。  

そんなときは、何人かで集まって考えてみます。  

困りごとの背景 

自分たちにできること 

解決できない困りごと 

●なぜその困りごとが起こっているのかを考える。  

●自分だけ
．．

では難しいけど、何人か集まった自分たち
．．

ならでき  

ることがあるかを考える。  

１人では難しいことも２人ならできるかも。２人でも難しいな

ら５人、１０人。人数が増えればできることも増えていく。  

何人かで集まって困りごとを解決する。  

それが自分たちができること  
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しあわせづくり計画には、市民一人ひとりや地域、企業、行政、

社会福祉協議会などが１つの家族のようにみんなで協力・役割

分担してできることを盛り込んだ『本編』があります。  

 

『本編』では市民・行政・社会福祉協議会のそれぞれが「でき

ること」を、この『実践編』では「自分たちができること」を

楽しく実践するためのやり方が載っています。この２つが折り

重なって高浜市に暮らすしあわせをつむぎあっていきます。  

・・・  

28 

市民 

食 
音楽 
・ 
踊り 

健康 
・ 

 
教育 

文化 
・ 
芸術 

アウト 
ドア 

市民 

市民 
市民 

市民 

市民 

市民 

市民 

市民 

市民 

市民 市民 

市民 

実践者 

実践者 
実践者 

実践者 

実践者 

実践者 実践者 

実践者 

取組み項目 
（市民・地域は、“こんなことから、はじめてみよう” ） 

自分たちができること 

楽しく実践するために 

６つのテーマ以外の新

たなテーマにも取り組

んでいきましょう。 

自
分
の
た
め 

他
の
人
・
ま
ち
の
た
め 

行政 社会福祉協議会 

実践を応援・支援するために 

６つのテーマは、今回のワークショップで検討したテーマです。 

新たな 

テーマ 
随時追加 

しあわせづくり計画  本編  × 別冊  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29 

参加する 

＝自分ができること 

につながる 

「できること」考えてみた。  

まわりをみたら同じ「できること」やっている人達がいた。  

 

活動に参加する＝「自分ができること」したことになる。  

仲間がいれば「できること」広がる。  

草が伸びっぱなし 

で困っている 

草刈り機で草を刈

ることができる × ⇒ 

困っていること できること すでに取り組まれている

自分たちができること 

28.稗田川の草刈り 

24.学習支援≪寺子屋≫ 

8.青空市 

「本編」６７～６９ページと関連 
「本編」では、他にも多くの活動を

紹介しています。 

× ⇒ 

× ⇒ 

忙しくて子どもの

勉強をみれない 

小学生くらいなら

勉強を教えること

ができる 

買い物できる場所

が近くにない 

お店をやっていて、 

出張販売できる 

ＰＲや出店のとり 

まとめができる 等 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この本の使い方  

 

  

 

読む  

やって

みる  

参加し

てみる  

広める  

この本には、わたしたちが高浜でしあわせに暮ら  

していくために、自分ができることを楽しく実践  

していくための方法が書いてあります。  

楽しい活動を自分の視点から考えてみてください。  

自分ができるこ  

とがみつかった  

ら、まずはやっ  

てみよう。  

失敗してもいいんだから。  

楽しく活動して  

いる仲間が見つ  

かったら、その  

活動に参加して

みよう。  

勇気を出してまず一歩。  

 

やってみたこと。参加した活動のこと。  

自分たちの活動をどんどん発信して広めていって

ください。  

そして、楽しく一緒に活動する仲間をどんどん増や

していきましょう。  
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しあわせづくり計画ワークショップメンバー 

（2016/3/19 しあわせづくりフォーラムにて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

しあわせづくりの情報はコチラに掲載しています 
 
 

ホームページ 

http://www.city.takahama.lg.jp/grpbetu/seisaku/shigoto/kenkyujyo/index.html 
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人に必要とされ、感謝されること 

いろんな人とツナガルこと 

“みんなでわいわいおしゃべりすることは楽しい” 

笑顔になれること 

自分のできることをみんなで活かしあえること 

自分のできることを他人と共有して楽しむこと 

仕事にやりがいを持てていること 

元気で生きていられること 

自分の祖母と話すこと 

家族のしあわせが自分のしあわせ 

おいしいご飯が食べられること 

他の人に知識を伝えられること 

当たり前のことが当たり前にできること  

生きていること 

家族ができたとき 

家族がいること・家族でいられること 

しあわせってなに？ 




